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新規就農者の確保 

■背景とねらい 

 新規就農者を確保し育成するためには、求める

人材像を明らかにし、受入体制を整備することが

必要である。 

 また、就農相談は早期から関係機関が連携して

情報を共有し対応することが重要である。 

■本年度の取組と成果 

１ 就農作戦会議の開催 

 市町村・JA等と担い手確保に係る活動内容や担

い手の育成状況と課題について共有するために、

６月３日に就農作戦会議を開催し、就農後のサポ

ートの在り方について意見交換した。また、地域

ごとの課題について検討するため、地区別の就農

作戦会議を開催した。 

２ 関係機関が連携した就農相談 

 市町村、JA、農業委員会等と連携して就農相談

を行った。就農希望者には品目や規模についての

助言や適切な研修方法の提案を行った。令和６年

度里親研修開始者は４件となった。令和７年春か

らは４名が計画している。このほか町独自研修生

や担い手就農プロデュースの研修生の確保につな

がった。また令和６年度の 49歳以下の新規就農者

は 27名で目標の 30名以上に届かなかった。 

■今後の課題と対応 

 就農に向けた受入体制の整備だけではなく、地

域が求める新規就農者像と受入体制を整備する必

要がある。また、親元就農の環境整備が必要であ

る。今後も、継続して地域の課題を共有し検討す

る。          

（地域第一係：伊原 竜夫） 

新規就農者の仲間づくり 

■背景とねらい 

 第４期長野県食と農業農村振興計画のめざす姿

「皆が憧れ、稼げる南信州の農業」の実現に向け

て、新規就農者が自らの農業経営を発展させ、さ

らに将来は地域農業の担い手として活躍していく

ためには、仲間づくりや他の農業者との情報交換、

先輩農業者からの支援が欠かせないことから、毎

年、新規就農者激励会を実施している。 

■本年度の取組と成果 

 本年度は６月３日に、飯田合同庁舎講堂にて、

就農作戦会議後、新規就農者激励会を開催した。 

 新規就農した 10名が現状や課題、今後の展望も

含めて自己紹介した。 

 青年農業者で組織する団体（JAみなみ信州青年

部、農業士協会下伊那支部、かたつむりの会、松

川町若手農業者の会「若武者」）が、それぞれの活

動を紹介し、加入を呼びかけた。 

 また、市町村等関係機関からも多数出席し、農

業に対する思いや就農者への期待を伝え激励した。

後段では青年農業者同士の座談会形式でフリート

ーキングを行い、困っている事などについて相

談・意見交換し、有意義な激励会となった。 

■今後の課題と対応 

 新規就農者の仲間づくりのきっかけと、地域の

農業経営者との交流の場となるよう、情報交換の

時間も確保し、継続して開催していく。 

（地域第一係：伊原 竜夫） 

新規就農者と青年農業者らの記念写真 

就農作戦会議の様子 
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里親農業研修生の円滑な就農 

■背景とねらい 

 新規就農里親研修事業においては研修生と里親

農業者の信頼関係の構築が重要である。定期的な

巡回支援等により技術習得・就農準備状況を把握

し、研修中の問題や課題は早期に対処することが

必要である。 

■本年度の取組と成果 

１ 新規就農支援里親協働事業の実施状況 

(１) 新規就農里親農業者登録者 28名 

(２) 新規就農里親研修事業実施状況 

   ２年目研修生１名、１年目研修生４組５人 

２ 新規就農里親研修事業実施者への支援 

 月１回以上の巡回を行い、研修の実施状況や課

題、就農準備の状況を確認するとともに、就農計

画の作成及び円滑な研修と就農を支援した。 

３ 関係機関と連携した研修生への支援 

 南信州地域では、里親研修事業を活用せずに法

人就農で研修する方や、JAや市町村の研修制度を

利用する方も多いため、関係機関と連携し、研修

生向けの講座・講習会等の積極的な受講を呼びか

けて基本的な知識の習得を促した。 

■今後の課題と対応 

 研修中の問題は早期に把握し、解決することが

重要である。このため、巡回により里親農業者と

研修生から別々に話を聞くとともに、研修の振り

返りや技術の習熟度を把握する機会を設定する。 

（地域第一係：伊原 竜夫） 

農業の基礎講座（スキルアップ

セミナー）の実施 
■背景とねらい 

 農業経営を継続し発展させていくためには、農

業知識や技術習得が不可欠であるが、昨今の気候

変動や原材料費高騰等、厳しい農業情勢の中では

経営力の向上が必須である。 

 そのため、就農した青年や就農を目指して研修

中の者を対象に経営力を向上させるための基礎講

座を実施した。 

■本年度の取組と成果 

１ 講座（スキルアップセミナー）の開催 

 就農５年以内の者や就農を目指して研修中の者

の状況把握を目的に、年度当初に巡回し、スキル

アップセミナーへの参加を呼び掛けたところ、８

名の申し込みがあった。複式簿記記帳や「トヨタ

式カイゼン」の講座など計９回開催し、延べ 30

名の出席があった。 

 

 「トヨタ式カイゼン」の講座はカイゼンの目的

や実際に取り組んでいる農家等を視察し、経営カ

イゼン意欲の向上を図った。 

■今後の課題と対応 

 来年度も引き続き先進農業者の視察や経営感覚

養成に係る講座を開催し、新規就農者の仲間づく

りや経営力向上を図る。 

（地域第一係：伊原 竜夫） 

研修生向けの農業簿記講座の様子 

２月６日 ６先輩農業者のカイゼン事例を視察 
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「かたつむりの会」の活動支援 

■背景とねらい 

 飯田市を中心に南信州地域の青年農業者 93 名

で構成される「かたつむりの会」は、地域を代表

する農業青年クラブである。当センターは関係機

関と連携した地域のＰＲ活動や、地域の高校との

連携、勉強会の開催等、会員同士の交流及びそれ

ぞれの経営に役立つ自主的な活動を支援している。 

■本年度の取組と成果 

１ 役員会・定例会の開催支援 

 本年度は役員会を月１回程度、定例会及び総会

等を６回開催し、会の活動についての協議の他、

会員同士の交流や情報交換の場となっている。 

２ 勉強会・研修会の開催支援 

 「土壌肥料の基礎（６月）」、「一日農業バイトに

ついて（８月）」、「バイオスティミュラント資材の

活用について（10 月）」をテーマに勉強会を全３

回開催した。２月には冬季研修会を開催し、飯田

市で農家民泊やワーキングホリデーに取り組む農

家の話を伺った。 

３ 下伊那農業高校との連携支援 

 10月、11月の下伊那農業高校のアグリサービス

科の料理コンテストでは審査員を担当し、同校の

園芸クリエイト科の１月の魅力発見セミナーでは

会員２名が講師を担当した。 

４ 品川交流事業 

 ９月末に東京都品川区で開催された「しながわ

宿場まつり」に２日間出展し、会員から集荷した

農産物を対面販売した。県外での販売イベントは

久しぶりであり、会員にとって消費者と直接交流

する貴重な経験となった。 

■今後の課題と対応 

 昨年度よりも勉強会や販売イベントへの参加者

が多く、新規入会も３名あり、少しずつコロナ以

前の活気が戻っている。来年度もさらに活性化す

るために、販売イベント等積極的な活動を支援し

ていく。     （地域第二係：内田 牧歩） 

「新鮮組」の活動支援（下條村） 

■背景とねらい 

 新鮮組は下條村の青年農業者クラブで、メンバ

ー17名で構成されている。 

 組織の運営は役員による自立運営であり、今年

度はイベントでの果物販売や関係機関との意見交

換を中心に活動を行った。 

■本年度の取組と成果 

１ 下條村役場振興課との意見交換会 

 役員が中心となり、メンバーから村に対する要

望をとりまとめ、村役場と意見交換を実施した。 

 役場振興課との意見交換会は今回初めて行った

が、意見交換を通じて、要望を伝えるだけでなく、

村役場が考えていることや新鮮組に対して求めて

いることなどを知ることができ、今後も継続して

意見交換会を実施していきたいとの意見も聞かれ

た。 

 

２ JA祭での果物販売 

 JAみなみ信州下條支所及び阿南支所で行われ

た JA祭の会場で、新鮮組として出店しメンバーの

生産したりんごなどの販売を行った。 

■今後の課題と対応 

 役員が自ら意見交換会を企画するなど、青年農

業者組織の自立運営で積極的な活動が実施できて

いる。来年度も活発な取組ができるよう引き続き

支援していく。 

（阿南支所：岡田 孝章） 

役場との意見交換会の様子（11月 26日） 
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青年農業者組織活動支援（西部） 

■背景とねらい 

 「阿智ゆうきの風」は、阿智村を中心として有

機野菜栽培を志向する農家から構成され、会員相

互の交流を通じて、栽培技術の向上や安定生産を

図っており、有機農業に関する情報提供や、会員

が抱える課題の解決に向けた支援を行った。 

 また、「西部地区トマト部会」は今年度結成され、

阿智村、平谷村、根羽村でトマトの養液栽培を行

う青年農業者４名からなる。共同出荷を行ってお

り、将来的にはブランド化を目指している。 

■本年度の取組と成果 

１ 「阿智ゆうきの風」の活動支援 

 定例会は１か月に１回程度開催され、会員同士

が自身の生産販売に関する近況報告や、課題解決

に向けた意見交換を行っている。当支援センター

では、有機栽培に関する情報や地域の気象状況、

野菜の生育状況等の情報提供を行うとともに、そ

れぞれの課題に対し助言し、定例会の充実を図っ

た。 

２ 「西部地区トマト部会」の活動支援 

 ４月に第１回の会議があり、関係機関との顔合

わせ及び今後の活動方針を検討した。各々の出荷

するトマトに品質のばらつきがあるとの意見があ

り、改めて出荷規格の確認を行った。 

 ５月には部会員全員のほ場巡回を行った。生育

の状態を見ながら、積極的な意見交換が行われた。 

■今後の課題と対応 

 「阿智ゆうきの風」の活動については、定例会

への出席による情報提供やほ場巡回を通じて、会

の活動支援を継続し、有機農業の推進を図る。 

 「西部地区トマト部会」について、部会員のも

とで研修を行う者もおり、部会員の増加が見込ま

れ、より一層、均一かつ高品質なトマトの出荷が

求められる。支援センターとしては環境計測デー

タの分析など技術的な支援を中心に行っていく。 

（地域第三係：木下 雅仁・浅見 茉由子） 

南部地区青年交流会の開催 

■背景とねらい 

 南部地区は管内でも条件不利地が多く、新規就

農者も青年農業者も少ないため、情報交換の場と

して「ゆるやかな連携の構築」を目的とした交流

会に 10年以上前から取り組んできた。 

 その後、徐々に世代交代が進んだが、新しいメ

ンバーにより運営されており、本年度も青年農業

者の交流会の開催に向けた企画運営を支援した。 

■本年度の取組と成果 

１ 開催に向けた検討 

 10月 18日、12月３日、１月 20日の３回、実行

委員会を開催し、時期・場所・内容・周知方法な

どを検討した。 

２ 交流会の開催 

 実行委員会で出された、アプリを使用した SNS

等で活用できるチラシの作成方法を学びたいとの

意見を踏まえて、交流会と併せて、実際にアプリ

を使っている会員による勉強会も実施した。 

 交流会は役員を中心に参加への声掛けを行い、

２月７日に阿南町の飲食店で開催し、11名が参加

した。今回が初めての参加者もおり、有意義な交

流会となった。 

■今後の課題と対応 

 参加者からは、次年度も開催を望む意見が多か

ったため、交流がより一層深まるよう引き続き支

援していく。     

（阿南支所：岡田 孝章）  

勉強会の様子 
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農業教育機関との連携 

■背景とねらい 

 農業高校生や農業大学校生が、将来の職業選択

として農業を視野に入れられるように、学校教育

機関と連携し、農業の魅力を発信するとともに、

農業体験研修の実施を支援した。 

■本年度の取組と成果 

１ 下伊那農業高校との連携 

(１) ミーティング（情報交換会）の開催 

 ６月 26 日に農業経営者協会下伊那支部と連携

し、下伊那農業高校との情報交換会を実施した。 

 １人でも多くの生徒が農業に興味を持つよう、

セミナーや先進農業者の視察・体験を開催する方

向で、関係者の意識統一ができた。 

(２) 高校生へ農業の魅力発信 

 ２月４日に管内の農業士等青年農業者２名が講

師となり、魅力発見セミナーを開催した。アンケ

ートでは講師の言葉が心に刺さり、農業をやって

みたくなったとの感想もあり、農業への関心が高

まった。 

２ 長野県農業大学校生の現地体験実習の受入 

 農業経営者協会下伊那支部と連携し、総合農学

科３名、南信農業研究科３名、合計６名の学生の

受け入れを行った。学生からは農業の特徴や地域

での役割、農家生活等に触れ、将来に役立てたい

等の感想を聞くことができた。 

■今後の課題と対応 

 引き続き農業の魅力発見セミナーや農家体験研

修の受入調整を行い、未来の担い手を確保する。 

（地域第一係：伊原 竜夫） 

長野県農業士協会下伊那支部の

活動支援 
■背景とねらい 

 当支部は飯田市と松川町を中心とした 15 名の

農業者で構成されている。今期の支部活動の企画

運営に関する支援を通じて、農業士の更なる成長

と資質の向上を図った。 

■本年度の取組と成果 

１ 会員ほ場巡回（４月 28日、８月 26日） 

 ４月は新入会員２名のほ場を農業士ら９名で巡

回し、先輩農業者からの質疑に応答することで交

流を深めた。８月はスキルアップセミナーにも位

置付けて、会員のほ場２か所を農業士ら 14名で巡

回し、管理状況などについて活発に意見交換し、

多くの気づきを得た。 

２ 南信ブロック研修の開催（７月 18日） 

 当支部が主催した。当

支部８名、南信以外を含

む他支部８名、農業士候

補者６名の総勢 22名が

出席し、農家民泊＆カフ

ェなどを視察し、全県的な交流が図られた。 

３ 地元選出県議会議員との学習会（12月26日） 

 農業経営者協会下伊那支部と共催し、４名が参

加した。農業士からは農福連携を含む雇用につい

て話題提供し、県議との意見・情報交換を行った。 

４ 新規会員の獲得 

 農業士の確保育成を図るため、会員が主体的に

若手農業者らに対して、支部行事への参加を促し、

活動を体験してもらった。その結果、６名が農業

士取得講座を受講し、全員が認定された。 

■今後の課題と対応 

 会員同士の参加誘導により、より多くの会員に

活動への参加を呼び掛けるとともに、会員の人脈

や情報発信を通じて農業士の意義や役割、魅力を

伝え、新たな農業士を育成確保し、支部の活性化

を図る。 

（技術経営係：池浦 毅）  

２月４日農業の魅力発見セミナーの様子 

南信ブロック研修 
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長野県農業経営者協会下伊那支

部の活動支援 
■背景とねらい 

 下伊那支部の会員数は 40名と県下最多であり、

農業経営士としての役割や責任に基づいて、充実

した組織活動を展開した。 

■本年度の取組と成果 

１ 支部事業の開催支援 

 ７月 10日に「農業振興研究懇談会」を開催した。

会員 13名とＰＡＬネットながの１名が参加し、令

和３年度から６年度に新たに会員となった５名が

経営内容を紹介した。また、農業関係の補助事業

に関する知見を深め、会員相互の交流を促進する

とともに、農業農村支援センターとの情報交換に

より連携を深めた。 

 ７月 24 日に諏訪管内で開催された南信ブロッ

ク支部間交流会に会員４名が参加し、アルストロ

メリアとセルリー、キク栽培の視察研修を行い、

担い手育成に対する取り組みについて研修した。 

 12月 26日に県議会議員４名、会員 17名、農業

士４名、農村生活マイスター２名が参加して「地

元選出県議会議員と農業者組織との学習会」を開

催した。「農業経営における労働力の確保」をテー

マに「有限会社燦燦における労働力確保と課題」

について農業経営士から、「農業経営における現存

の労働力と課題」について農業士からそれぞれ話

題提供があり、活発な意見交換が行われた。 

 学生の農家研修として長野県農業大学校総合農

学科の学生３名を会員２名が、南信実科の学生３

名を会員３名が受入れた。 

２ 新規会員の確保 

 新規会員の確保に向け、勧誘活動に取り組んだ

が、新たな会員を確保することができなかった。 

■今後の課題と対応 

 今後も会員の要望に応え、充実した活動を実施

するとともに、組織の活性化を図るため、会員と

協力して新会員の確保に取り組んでいく。 

（地域第三係：木下 雅仁） 

農村生活マイスター協会飯伊支

部の活動支援 
■背景とねらい 

 当支部では、２回の独自研修の他、他団体との

連携研修等に参加し、マイスターの資質と経営の

向上及び地域への波及を図った。 

■本年度の取組と成果 

１ 夏季研修会の開催支援（８月 29日） 

 アクションプラン推進事業として、岐阜県中津

川市の中津川サラダ農園、ちこり村への視察研修

会には会員 21名が参加した。施設型農業、体験農

業の取り組みについて見聞した。サラダ農園では

こだわりの生産方法に関連した質問などがあり、

関心の高さが伺われた。ちこり村では地産地消の

メニュー、醸造中

のお酒の香り、栗

きんとん絞り体験

を通じて充実した

研修となった。 

２ 冬季研修会の開催支援（１月 14日） 

 牛乳・乳製品利用料理講習会事業として、飯田

市龍江公民館で「牛乳・乳製品を利用したポリ袋

クッキング研修会」

を開催し、12名が

参加した。牛乳を

利用した２品と主

菜３品を調理し、

非常食としての利

用も紹介された。 

■今後の課題と対応 

 マイスター制度の認知度向上及び新たなマイス

ター確保育成の観点から、地区の活動に市町村職

員を招待したり、Instagram などの SNS を利用し

若年層に向けた情報発信を行う等を通じて、活動

の意義やメリットの周知に積極的に取り組んでい

きたい。 

（技術経営係：井澤 美咲）  

栗きんとん絞り体験 

調理風景 
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農村地域ネットワーク南部の活

動支援 
■背景とねらい 

 農村地域ネットワーク南部は、泰阜村、下條村、

阿南町の３グループの計 18名で活動を行ってい

る。しかし近年は、会員の高齢化や新会員の確保

が課題となっている。 

 今年度は、会員相互の交流や農村女性の活動促

進、新規会員の加入促進を目的に支援活動に取り

組んだ。 

■本年度の取組と成果 

１ 視察研修会の開催（10月９日） 

 農業者の高齢化等が進む地域農業をどうしてい

くか考えていくため、上伊那地域の集落営農組織

として地域農業の振興を図っている法人を視察し、

その取組についてお話を伺った。あわせて、上伊

那地域で秋に栽培・販売されている農産物を見聞

するため、３ヶ所ある道の駅の視察を行った。今

回は会員 12名に加えて、今後の会員候補である２

名のあわせて 14名が出席した。 

 法人の視察では、地域において持続可能な農業

を実現するため集落営農組織としてどのような活

動・取組を行っているのか学ぶことができた。 

 また直売所の視察では、上伊那地域の旬の農産

物について当地域と比較しながら学ぶことができ

た。研修会を通じて、会員相互の交流も図られた

ことで、良い刺激が得られたとの声もあり、有意

義な視察研修会となった。 

２ 総会、役員会など 

 事業実施に向けて、役員会を開催しており、当

センターでは役員の支援の立場から情報提供や連

絡調整等を行っている。本年度は６月、９月、１

月に役員会、３月に総会と冬季研修会を開催した。 

■今後の課題と対応 

 農村女性の「学び」についての活動を継続する 

ためにも、魅力的な取組を行い、新たな会員の掘 

り起こしを支援していく必要がある。 

（阿南支所：岡田 孝章） 

定年帰農者等を対象にした農業

講座（帰農塾）の開催 
■背景とねらい 

 他産業を退職後に農業を開始した者や、兼業農

家が改めて農業の基礎を学習する機会として、JA 

みなみ信州と共催して帰農塾を開催している。令

和３年度の募集からは対象年齢を撤廃し、より多

くの就農希望者の農業体験や、新規就農者の農業

の基礎知識・技術の習得の場となっている。 

■本年度の取組と成果 

１ 帰農塾の企画運営 

 農業農村支援センターが企画、JA みなみ信州は

講座開催の通知発送、出席者とりまとめ、会計を

担うという協力体制を組んで実施した。令和６年

度の受講生は 60名であった。 

２ 基礎講座の開催 

 農薬の適正使用、農業機械の取り扱い、土づく 

り、農業簿記、鳥獣害対策など農業経営に必要な

基本的な内容について実施した。 

３ 専門講座の開催 

 りんご、なし、柿、きゅうり、中玉・ミニトマ

ト、アスパラガスの６コースを農業農村支援セン

ターと JA みなみ信州が講師を分担し、現地ほ場

等で講座を実施した。 

■今後の課題と対応 

 農業の情勢を踏まえて、出荷販売につながる帰

農塾の開催を心掛けていく。 

（地域第一係：細久保 安奈）  

５月８日 りんごコース（摘果作業について） 
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経営力向上支援 

■背景とねらい 

 円安等に起因する資材や燃油・飼料コストの高

騰、あるいは混迷する世界情勢等により農業経営

を取り巻く状況が極めて厳しい中で、これらを改

善するため農業者の経営管理能力向上支援に取り

組んだ。 

■本年度の取組と成果 

１ 複式簿記講座 

 スキルアップセミナー・帰農塾合同の講座を始

め、北部農村生活マイスター、松川町２グループ、

JA みなみ信州研修生を対象に簿記講座を開催し

た。講座後にも個別指導により支援を行っている。 

２ 農業経営セミナー 

 人材確保、労務管理に関する相談が多く寄せら

れることから、農業経営者総合サポート事業を活

用し、JAみなみ信州、塩尻市の社会保険労務士法

人より講師を招聘し令和７年１月 23 日に農業経

営セミナーを開催した。人材確保、労務管理に関

心のある農業者、関係機関から 11名の参加があり、

活発な質疑がなされ意識の高さが窺えた。 

セミナーの様子 

■今後の課題と対応 

 経営体それぞれの問題点を把握し、課題解決を

行うにはより高度で専門的な知識・技術が求めら

れる。このことから、普及の持つコーディネート

機能を発揮して各分野の専門家との連携を進める

等、継続して支援していくことが必要である。 

（地域第二係：清水 伸也） 

トヨタ式カイゼン手法の推進 

■背景とねらい 

 よりよい経営を実現するため「４Ｓの実施→問

題点の把握→真因の特定→対策の実践→横展開」

というＰＤＣＡサイクルを回す「カイゼン手法」

の導入が求められている。 

■本年度の取組と成果 

１ スキルアップセミナーにおけるカイゼン講座 

 スキルアップセミ

ナーで 12月と２月

にカイゼン手法を説

明する座学と、実践

している先進農家視

察を実施した。延べ

８人が出席し、それぞれ多くの気づきがあった。 

２ 取組経営体への支援 

 カイゼンに取組む６経営体のうち、支援を必要

とした２経営体と、新規１経営体について、作目

担当及びカイゼン担当で２～５回巡回、課題の明

確化や解決に向けた取組について支援した。新規

に取組を始めた１経営体は、農福連携等、雇用を

円滑にするため４Ｓを実施し、従業員自身の作業

及び従業員管理が効率化できた。 

３ 県域でのカイゼン講座への出席誘導 

 農業士協会下伊那支部、ＰＡＬネットながの等

の青年クラブなどに、県域で 12月に２回開催され

たカイゼン研修への出席を促し、新たに取り組み

始めた１人を含む農業士２名が出席し、トヨタ式

カイゼンについて学んだ。 

■今後の課題と対応 

 経営者またはカイゼン実施者の考え方のみでは

経営体のカイゼンには取り組めない。家族や従業

員を含めた取り組みが必要である。また、それに

対する支援を行うにはトヨタ式カイゼンの提案が

できる職員の増加が課題である。管内に増えてき

た取り組み経営体から横展開し、活動が広がるよ

う支援していく。   （技術経営係：池浦 毅）  

カイゼン講座実践編 
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家族経営協定の推進 

■背景とねらい 

 家族経営協定の締結数は制度開始から増加して

おり、管内の締結数は令和５年度末現在 345組で

全県の約１割を占めている。締結推進に大きな役

割を果たしているのが農業委員会、認定農業者、

協定締結者等であるため、これらの組織を対象と

した学習会を開催し啓発活動に取り組んだ。 

■本年度の取組と成果 

 飯田市では家族経営協定締結者で組織する「重

陽会」の主催による学習会を通じて、締結予定の

家族、推進する立場である農業委員や制度的なメ

リットを享受できる認定農業者、若手農業者らを

対象に啓発活動を行った。他町村でもそれぞれ学

習会開催、情報提供を行い、飯田市６組、豊丘村

２組、下條村１組の計９組の締結が成立した（令

和７年２月末現在）。 

表 直近５カ年の締結数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の課題と対応 

 家族経営協定の締結は手段であり、その目的は

取り決めた内容を実践していく中で家族間の話し

合いによって随時見直すことでより良い農業経営

の実現につなげることにある。従って、協定締結

後の家族の意識の変化や実践状況等も把握してお

く必要がある。 

 今後も継続して各市町村農業委員会等へ積極的

な啓発活動を行っていく。 

（地域第二係：清水 伸也） 

農作業安全への取組 

■背景とねらい 

 本県における過去 10 年間の農作業死亡事故の

平均発生件数は 12.8 人と高止まりしていること

から、市町村や JA等関係機関と連携して、農作業

死亡事故ゼロへ向けて啓発活動を行った。 

■本年度の取組と成果 

１ 農作業安全講習会の開催 

 ７月３日に下伊那農業高等学校農業機械科の生

徒 16名を対象に、農作業安全に関する講座を実施

した。実際に刈払機を使用したことのある生徒自

らが感じた危険な体験も共有でき、農作業安全へ

の意識が向上できた。 

 ９月 18日に帰農塾の基礎講座において、新規就

農者や定年帰農者等 14名を対象として、実際の機

械操作による農業機械・農作業安全講習会を開催

した。 

 

 

 

 

 

 

２ 各種指導会、農業委員会等での啓発活動 

 作目別栽培指導会や農業委員会等に合わせ、資

料、ステッカー、チラシを配布した。 

３ 広報車による管内巡回 

 ５月と９月に、延べ３回管内を広報車により巡

回し、一般農業者への安全啓発を実施した。 

■今後の課題と対応 

 本年度は、管内での死亡事故は発生しなかった

ものの、県内では７件の農作業死亡事故が発生し

ていることから、関係機関と連携して、農作業死

亡事故ゼロを目指し安全啓発に取り組んでいく。 

（技術経営係：片桐 直樹）

９月 18日 農業機械・農作業業安全講習会 
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落果防止剤散布がりんご「シナ

ノリップ」の品質に与える影響 
■背景とねらい 

 りんご「シナノリップ」は長野県果樹試験場が

育成した良食味の早生品種である。生産者の注目

も高く、管内でも導入する農家が多い。しかし、

年によって収穫前落果が発生するため、落果防止

剤の使用が始まっている。そこで、落果防止剤を

散布した場合の貯蔵性と果実品質について検討し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

りんご「シナノリップ」 

■本年度の取組と成果 

 ７月 21日（収穫 15日前）にヒオモン液剤を散

布した。８月５日に収穫した果実を家庭用冷蔵庫

（平均温度 12.3℃）で貯蔵し、収穫直後、６日後、

14日後に、果実重、糖度、酸度、果実硬度、地色

指数などの果実品質を調査した。 

 貯蔵６日後の果実品質は、ヒオモン区、対照区

ともに収穫直後の品質と大きな差が見られなかっ

たが、貯蔵 14日後にはヒオモン区が対照区に比べ

て地色が進み、果肉が軟らかくなり、食味が低下

した。 

■今後の課題と対応 

 今回の試験ではヒオモン区と同一ほ場に対照区

（無散布区）を確保できなかったので、対照区と

試験区の直接比較ができなかった。次年度は同一

地区内で無処理区と比較ができるように準備を進

めたい。 

（技術経営係：山近 龍浩） 

りんご褐斑病の感染予測による

適期防除の推進（松川町） 
■背景とねらい 

 近年、多発しているりんごの褐斑病の防除対策

を見直すため、南信農業試験場により松川町内の

標高別２園地で越冬病斑からの子のう胞子の飛散

消長と、一次伝染期の発病調査が令和４年及び５

年に実施された。本調査により胞子の飛散開始期

は３月中下旬で飛散ピークは４月中～下旬、およ

そ開花期から落花期頃になることがわかった。ま

た、感染の推測日は標高 520ｍで４月下旬～５月

上旬、850ｍでは５月中旬～下旬頃と推測された。 

 本年は、予測式により一次伝染期における感染

成立日を推定し、情報提供することで適期防除を

推進し、褐斑病の被害低減をねらった。 

■本年度の取組と成果 

１ 感染情報の提供による適期防除の推進 

(１) りんご褐斑病の感染・発病予測 

 推定感染日を、濡れ時間６時間以上、濡れ中の

平均気温13.8℃以上に遭遇した日、発病日を有効

積算温度が 159℃を越えた日として、第一次感染

期と思われる４月下旬から６月上旬まで、降雨の

翌日に松川町の標高別の３地点について予測式に

基づいた推定を行った。 

(２) 情報の提供と防除の注意喚起 

 情報提供を 12回実施し、SNSとメールで関係機

関や生産者に注意喚起を行った。情報提供により

生産者からは危機意識が高まったとのコメントも

あり、前期防除は特段の問題なく実施された。 

(３)褐斑病の発生状況 

 情報提供と注意喚起により、褐斑病の発生は７

月まで近年になく少ない状況で推移した。しかし、

二次感染期の８月下旬以降に連続した降雨により

急増した。 

■今後の課題と対応 

 今後、二次感染期の重点防除とされる防除タイ

ミングについて、当地域の適期の特定が重要と思

われる。      （地域第一係：木下 倫信）  
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～なし産地の再構築～ 

採花作業の労力分散と受粉樹の

省力樹形の導入検討 
■背景とねらい 

 南信州日本なし産地再生プロジェクトは５か年

計画に基づき、機関連携のもと日本なしの生産振

興に向け取り組んでいる。受粉樹の採花について

は、近年の温暖化の影響により栽培品種と開花が

重なり労力集中が問題となっている。また、樹高

が高く作業に危険が伴うこともあり作業の効率化

も必要である。そこで、採花作業の平準化と受粉

樹の省力樹形導入に向け調査検討を行った。 

■本年度の取組と成果 

１ 採花作業の労力分散と省力樹形の導入検討 

(1) 低樹高省力樹形による花粉採取事例調査 

 受粉樹の平棚ジョイント樹形（浅いＶ字）を導

入している飯田市の２園地について、聞き取り調

査を実施。ジョイント栽培開園事例集に優良事例

として掲載した。 

(2) 受粉樹「ネパールミノル」系品種の導入検討 

 この品種は従来の受粉樹に比較して開花が早く、

葯の開きが遅いため、ゆとりをもった採花作業が

可能なことから、作業の平準化が期待できる。 

 ７月 16 日神奈川県へのジョイント仕立て等の

先進地視察実施し（参加者 16名）、現地優良園で

「ネパールミノル」の低樹高省力樹形を確認した。

11月１日に「ネパールミノル」の原木を有する東

京都の農園を視察した（５名）。11月 27日に飯田

市で導入済の園地の現地視察検討を実施（16 名）

した。２月５日に下伊那農業高校の導入樹を視察

し（３名）、品種特性把握のための調査協力と省力

樹形モデル園設置のための穂木の譲渡を依頼した。

３月にモデル園として４ほ場を設置した。 

■今後の課題と対応 

 今後、「ネパールミノル」系品種の地域適合性の

把握とモデル園において省力樹形の検討を行う。 

 この活動は中山間地農業ルネッサンス推進事業

を活用している。  （地域第一係：木下 倫信） 

ぶどう「クイーンルージュ🄬」

の生産振興 
■背景とねらい 

 ぶどう「クイーンルージュ🄬（品種名：長果G11）」

は長野県果樹試験場が育成した赤紫色の無核大粒

品種である。管内でも導入する農家が多いが、収

穫適期の把握や着色管理には課題も多い。本年度

は収穫に必要な積算気温の把握と収穫適期の把握

を中心に活動を行った。 

■本年度の取組と成果 

１ 収穫期の標高別積算気温 

 管内の３ほ場（標高 430m、490m、685m）に、デ

ータロガーを設置し、満開期から収穫期までの積

算気温を計測した。その結果、３ほ場の収穫適期

は満開後 93～103日、積算気温は 2,354～2,523℃

（県の基準では 110日、2,600℃）で、積算気温、

満開後日数ともに昨年度と同程度だった。 

 

 

 

 

 

 

２ 適期収穫検討会の開催 

 適期収穫を徹底するため、９月６日に研修会を

開催し、生産者及び技術者あわせて 34名が出席し

た。７種類のサンプルをもとに、果皮色や熟度調

査の結果と合わせて適期収穫をお願いした。 

■今後の課題と対応 

 今年度は着色不良が大きな問題となった。着色

向上技術の検討は喫緊の課題で、次年度は果実袋

やカサの種類の検討、反射シートの設置、簡易雨

よけのビニール除去などの対策について、関係機

関と連携して取組んでいきたい。なお、本取組は

中山間地農業ルネッサンス推進事業を活用してい

る。 

（技術経営係：山近 龍浩）

表１ 収穫期までの満開後日数と積算気温 

調査ほ場 標高 満開日
満開後

日数
積算気温

高森町竜口 430m 6月3日 93日 2,354℃

飯田市駄科 490m 6月4日 99日 2,488℃

高森町牛牧 685m 6月14日 103日 2,523℃
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ユズの低樹高化による生産安定 

■背景とねらい 

 阿南地域では県内でも温暖な気候を利用し、ユ

ズの栽培が行われてきており、近年はユズを使っ

た加工品の需要も多い。しかし、ユズは手を加え

ないと喬木になりやすく、管理や収穫に非常に手

間がかかる他、脚立等での作業は危険を伴う。 

 そこで、喬木化したユズの低樹高化や若木時代

からの低樹高化をねらいとする栽培管理講習会を

開催した。 

■本年度の取組と成果 

１ 夏季管理講習会 

(1) 実施月日､開催場所 

 ８月１日、泰阜村田本神社隣のユズ畑及び、天

龍村平岡旧天龍中学校グラウンド横のユズ畑 

(2) 講習実施内容 

 摘果及び主枝の誘引、夏季新梢管理等について

講習を実施した。 

２ 冬季剪定講習会 

(1) 実施月日､開催場所 

 ２月 12日、阿南町富草梅田会館付近のユズ畑及

び、泰阜村田本神社隣のユズ畑 

(2) 講習実施内容 

 樹高の高いユズの低樹高化を図るための剪定講

習を実施した。 

■今後の課題と対応 

 ユズの低樹高仕立ては植え付け時から幼木のう

ちに低樹高を目指した管理が重要であるが、管内

には手が入らずに高樹高となったユズの木が各所

に存在するため、今後も講習会を開催することで

低樹高化を啓発していく。（阿南支所：牧島 正広） 

 

剪定講習会（2月 12日 阿南町富草会場） 



重点取組３ 南信州らしさを生かした複合産地の構築 

- 21 - 

果菜類の生産安定 

■背景とねらい 

 当管内は夏秋作型を中心とした果菜類の生産が

盛んであるが、近年の高温により盛夏期の生産安

定が課題となっている。また難防除害虫のひとつ

としてトマト黄化葉巻病ウイルスを媒介するタバ

ココナジラミへの対策が急務となっている。 

■本年度の取組と成果 

１ 優良品種選定調査事業 

 夏秋作型のキュウリ（施設：飯田市、露地：下

條村）、施設トマト(飯田市)、カラーピーマン(飯

田市)の各品種について、生育や収量、食味などの

品質調査を通じて、優良品種の検討を行った。 

２ コナジラミ類発生調査 

 対策が難しい周年作型や越冬長期どり作型を中

心に、令和５年 11月から管内６か所で黄色粘着版

による調査を実施し、農家へ発生状況とあわせて

適切な防除の周知を継続している。調査対象農家

の中には、黄色粘着シートやピリプロキシフェン

を設置し、設置前に比べて発生数を減少させる事

例もあった。 

３ トマト黄化葉巻病及びタバココナジラミ対策

の周知 

 生産者組織及び種苗販売店、関係機関を通じて、

リーフレットを配布するなど、生産者等へ注意喚

起を行った。 

４ 連作障害対策技術の検討 

 夏秋きゅうりにおいて、カーバムナトリウム塩

液剤を用いた古株処理の現地実演会を、９月 13

日に JA・農薬メーカー・野菜花き試験場と連携し

て阿智村の試験ほ場を会場に開催した。 

■今後の課題と対応 

 トマト黄化葉巻病については引き続き生産者等

への注意喚起を行うとともに、対策が難しい周年

作型や越冬長期どり作型を中心に調査を継続し、

関係機関と協力して、対応策を講じていく。 

（技術経営係：片桐 直樹） 

トマト強勢台木利用による収量

増加の実証 
■背景とねらい 

 管内における主力品目の一つである夏秋トマト

では、近年９月以降に草勢が低下し、収量・品質

が低下する事例が多くなっている。 

 その対策として野菜花き試験場から令和２年度

に公表された普及技術（「トマト夏秋どり作型の効

果的な高温対策技術として、ハウス内の昇温抑制

には細霧冷房が有効であり、草勢維持には強勢台

木への接ぎ木が有効である」）を参考とし、強勢台

木利用トマトの秋季安定多収を実証した。 

■本年度の取組と成果 

１ 耕種概要 

(1)試験場所 下伊那郡売木村（標高 850ｍ） 

(2)品種 試験区 穂木:麗夏、強勢台木:TTM-079 

対照区 麗夏（自根） 

(3)定植 試験区５月 17日、対照区５月 18日 

(4)栽植密度（畝幅 160cm 株間 60cm 条間 50cm） 

２ 結果 

(1)生育調査 

・初期から試験区の方が、生育旺盛であった。 

(2)収穫調査 

・試験区は対照区に比較し、販売果数で 104％、

販売重量で 119％、販売金額で 113％それぞれ上回

った。 

・試験区の方が大玉傾向であった。（２L以上の割

合（重量）試験区では 49%、対照区では 28%） 

・Ａ級品の割合は同等であった。（重量）（試験区

では 66%、対照区では 65%） 

・強勢台木利用苗の種苗費は自根苗よりも高くは

なるが、それ以上の有利性が実証できた。 

■今後の課題と対応 

 試験区の元肥量を減らしたことで、果形及び作

業性が前年試験より改善したため、適正施肥量の

検討や、生育期間中の高温暑熱対策が課題である。 

（阿南支所：西嶋 秀雄） 
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ダリアにおける環境測定機器の

試行 
■背景とねらい 

 近年、夏秋期の高温の影響を受け、ダリアの栽

培でも株落ちや生育停滞といった問題が表面化し

ており、特に定植１年目の収量低下は経済的ダメ

ージも大きいとされている。 

■本年度の取組と成果 

１ 気温・土壌水分と生育の比較 

 昨年に引き続き、土壌水分センサーとデータロ

ガーを使用して長期間の土壌水分及び気温のデー

タを９ほ場について収集し、これらのデータと生

育データを比較検討した。昨年は 1番花収穫期の

生育調査で生育初期の比較ができなかったので、

本年は定植１ヶ月後に生育調査し環境データと比

較したところ、生育初期の土壌水分はおよそｐ

F1.5～2.7 となっており、ほぼ指導通りの結果だ

った。一方気温については生育適温の 15～25℃を

超えて 30℃になっている圃場が多く見られた。３

～５月定植では気温が高くなるにつれて生育が進

む傾向が見られたが、６月定植以降では 30℃以上

となる時間が長いほど草丈は低くなる傾向が見ら

れた。 

■今後の課題と対応 

 今年の調査データから得られた知見をもとに肥

培管理を行うよう情報提供を進める。そして、次

年度以降展開していくモニタリング活用及び連携

体制の土台を作る。 

（地域第三係：中村 武郎） 

花木類の病虫害対応（根羽村） 

■背景とねらい 

 管内の花木類は近年の自然志向と相まって重要

な花材と市場から認識されるようになり、需要の

高まりを見せている。しかし、温暖化の影響等か

ら新たな病虫害が散見されるようになり新植面積

に対して生産量が伸び悩む一面も見え始めた。 

■本年度の取組と成果 

１ スノーボールの食害虫防除法確立 

 西南部でスノーボール新梢が５月以降何らかの

食害により枯死する事象が現れ、昨年度調査した

ところリンゴアナアキゾウムシと同定された。そ

こで、本年は薬剤による試験展示ほを設置した。

被害発生前の６～７月に防除したところ、ほぼ食

害を抑えることができた。 

２ アブラドウダン病害の防除法確立 

 根羽村で葉に斑点の発生する症状が現れ昨年度

平もち病と同定された。そこで本年度は、薬剤と

耕種的防除の試験ほを設置したところ、どちらも

昨年度に比較して発病程度が抑えられ、出荷量も

回復した。 

３ ユーカリ病害の防除法確立 

 飯田市に農薬の試験展示ほを１ヶ所設置し、慣

行を含む３種類の農薬試験を行った。その結果、

梅雨期の防除法が重要であることが確認された。 

■今後の課題と対応 

 ユーカリでは有効な薬剤が確認できたので、梅

雨期同様に防除が必要な秋雨期の防除についても

情報提供する。 

 有効な防除法が見つかったアブラドウダンとス

ノーボールに対しては情報提供により対策を実施

するよう誘導する。これにより花木類の安定生産

を推進する。 

（地域第三係：中村 武郎） 

 

 

センサー類の設置状況 
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一等米比率の向上 

■背景とねらい 

 令和６年度の管内の一等米比率は 61％と低く、

格落ちの主な原因は、斑点米カメムシ類による被

害と胴割れ、高温による心白・腹白、過剰分げつ

等による未熟粒の発生である。斑点米カメムシ類

については、各地で農業用ドローンによる集団防

除への取り組みが進んでいることから、高温耐性

品種「にじのきらめき」による高温障害の回避と

「風さやか」の過剰分げつ抑制による未熟粒発生

防止への取り組みを重点的に行った。 

■本年度の取組と成果 

１ 「にじのきらめき」の栽培試験 

 「にじのきらめき」の栽培展示ほを飯田市、松

川町、阿南町の３か所に設置し、施肥量や栽植密

度を検討した。増肥試験における玄米収量は、飯

田市は窒素成分 33％増肥区(N:4.8kg/10a)が慣行

区(N:3.6kg/10a)に比べ 105％(84.2kg/10a)で最

大となった。阿南町でも 50％増肥区が慣行区より

増収した。栽植密度試験における玄米収量は、施

肥 48kg/10aでは 60株/坪移植区が 74.6kg/10aで

50 株/坪移植区の 108％となった。施肥 40kg/10a

では50株/坪移植区が76.9kg/10aで60株/坪移植

区の 107%となった。白未熟粒の発生は施肥

48kg/10aでは標準50株/坪移植区がコシヒカリの

4.8％と比べ 1.6％以下と少なく、食味値の平均は

74ポイントと良食味であった。 

２ 「風さやか」の過剰分げつ抑制試験 

 過剰分げつを抑制するため、６月 23日から慣行

区より７日長い 27日間、田面に亀裂が入るまで中

干しを行う計画だったが、後期除草剤使用のため

９日間の中断となり、試験が成立しなかった。 

■今後の課題と対応 

 「にじのきらめき」については、次年度も同様

に栽培試験を継続し、当地域での適応性を検討す

る。「風さやか」の中干期間延長試験についてはほ

場を変え再度行う。 （技術経営係：池浦 毅）

水稲優良種子の生産（高森町） 

■背景とねらい 

 高森町では、JA採種部会による水稲の種子生産

が行われており、「風さやか」、「天竜乙女」、「モリ

モリモチ」の３品種が採種されている。特に県オ

リジナル品種である「風さやか」の種子について

は、県内の主要な産地であり、本県の「風さやか」

の生産振興において重要な役割を担っている。 

■本年度の取組と成果 

１ ほ場審査及び生産物審査の実施 

 品種ごと出穂期及び糊熟期において、ほ場審査

を実施した。本年度は１ほ場においていもち病が

発生したため、合格率は 98％（46 筆/47 筆、

858a/862a）であった。 

 また、収穫後に乾燥、選別された種子について、

生産物審査（発芽試験）を実施した。その結果、

ほ場審査を合格した種子について、審査基準（発

芽率 90％以上）を満たし、全量合格となった。 

２ 籾充実のための追肥試験の実施 

 令和５年に発生した高温の影響による「風さや

か」での籾の充実不足の対策として、基肥一発肥

料を施用した圃場において出穂期７日前と７日後

における追肥（NKC201号を５kg/10a）を検討した。

しかし、追肥による籾の充実効果は判然としなか

った。一方、種子生産での有用性は低いが出穂７

日後の追肥によって高温障害が軽減される可能性

が伺えた。 

■今後の課題と対応 

 来年度も引き続きほ場巡回や審査を通じ、水稲

種子の安定生産を支援していく。追肥試験では明

確な効果を確認できなかったがこれは追肥量が少

なかったためと推察される。「風さやか」の籾の充

実向上や整粒歩合の向上は「風さやか」の振興に

おいて重要であるため、来年度は追肥量を増やし

て試験を実施する予定である。 

（地域第一係：小林 篤央） 
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大豆・そばの安定生産 

■背景とねらい 

 管内では大豆 46haが作付けされ、うち本県育成

の大粒系品種「つぶほまれ」は、地元食品加工会

社との契約取引により 13haが作付けされている。 

 また、そばは 72haが作付けされ、そば店との直

接取引等により、地域特産品として活用されると

ともに、耕作放棄地解消に有効な作物として位置

づけられている。 

■本年度の取組と成果 

１ 大豆 

 ８月６日に飯田市で生産者 11 名の立会いのも

と、20 か所（231ａ）のほ場について栽培管理に

関する現地巡回指導を行った。 

 本年は適期播種により開花期まで生育は順調で

湿害や干ばつもほとんど見られなかった。しかし

生育期間を通じてカメムシ類の発生が多く、特に

開花期以降の大量発生により、吸汁による被害粒

に加えて、落莢や株は莢がついても豆が肥大せず

青立ちするなど、防除適期を逃したほ場を中心に

全域で大きな被害を受け、著しい減収となった。 

 難防除雑草対策として抜き取りなどの耕種的防

除を実践するとともに、アタックショット乳剤に

よる発生密度の低減に努めた。 

２ そば 

 ７月９日に高森町で秋そば栽培講習会を開催し、

排水対策や帰化アサガオ類防除をポイントに指導

を行った。今年度の秋そばは、発芽の揃いが悪い

ほ場が見られた。生育期間を通じて干ばつ気味で

推移したことから、開花期に訪花昆虫の活動が低

下し、受粉不良のほ場も見られたが、平均単収は

51㎏/10aで平年並みとなった。 

■今後の課題と対応 

 病害虫防除の徹底と、湿害や干ばつ対策を行う

とともに、適期播種等の基本技術の励行により、

収量・品質を確保する。 

（技術経営係：池浦 毅） 

ソバ桔梗 13 号の現地適応性の

検討 
■背景とねらい 

 下條村では遊休荒廃農地対策として 29 年前か

ら村内農地にそばの作付を推進している。作型は

春まきの夏そばと夏まきの秋そばがあり、二期作

をしているほ場も多い。しかし、現状夏そばと秋

そばでは品種が違うため、種子の管理が煩雑とな

っている。そこで、「下條村そば栽培生産者組合」

と協働して、夏秋いずれも栽培が可能で、倒伏に

強く収量性の高い「ソバ桔梗 13号」の二期作での

試験栽培を行い、現地での適応性を検討した。 

■本年度の取組と成果 

１ 春まき作型の概要 

(1) は種日、生育状況 

は種４月 25日、開花期６月３日 

(2) 坪刈日、実収量(コンバイン刈取乾燥調整後) 

坪刈７月２日､54.78㎏/10a 

２ 夏まき作型の概要 

(1) は種日、生育状況 

は種７月 25日、開花期８月 17日 

(2) 坪刈日、実収量(コンバイン刈取乾燥調整後) 

坪刈７月２日､56.44㎏/10a 

■今後の課題と対応 

 本年度は、春まきでは５月上旬の低温、夏まき

では、は種時期の干ばつと生育期の高温の影響を

受け、等級が下がってしまったが、生産者からの

評価は高かった。次年度も引き続き「新品種」の

現地適応性を検討していく。 

（阿南支所：牧島 正広） 

ソバ桔梗 13号の栽培ほ場 
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きのこ農家の経営改善支援 

■背景とねらい 

 きのこ経営は、販売価格が長期低迷する一方で、

培地及び包装資材の高騰や電気料金の値上げによ

るコストが上昇しており、非常に厳しい環境が続

いている。 

 このような中、きのこ地域支援チームによる活

動として、２法人に対し経営検討会を開催し、経

営状況の把握と改善策の検討に取り組んだ。 

■本年度の取組と成果 

 支援対象２法人に対し、現状把握のため聞き取

り調査を実施し、それぞれの課題を整理した。地

域支援チーム内で支援対象者の支援レベルを設定

し、レベルに応じた支援を行った。 

 法人Ｔに対しては、法人役員、農協（営農・金

融担当）、支援センターが同席の上、経営検討会を

毎月実施した。月次の生産量や販売数量に関する

実績数値や貸借対照表、損益計算書、キャッシュ

フローに基づいた経営状況のほか、生産したきの

この品質、ロスビン率など技術的な検討も行った。 

 法人Ｏに対しても法人Ｔと同様のメンバーで検

討会を実施した。こちらは検討会においてこれま

で経営の主力であった独自アイテムから一般的な

アイテムへの変更に取り組むこととなり、生産機

械等を揃えて生産を始めた。これらの経過観察と

ともに、経営主の経営感覚向上や雇用労働者の労

務管理等についても改善方法を模索している。 

 両経営体とも債務超過の状態のため、継続して

支援することで当面は単年度黒字化を目指してい

る。 

■今後の課題と対応 

 きのこ経営は昨今の情勢を受け非常に厳しい状

態であり、経営改善が急務となっている。今後も

支援チームとして様々な視点から経営分析を行い、

経営改善、ひいては産地の体制強化を図りたい。 

（地域第三係：浅見 茉由子） 

 

温暖化に対応した自給飼料増産 

■背景とねらい 

 購入飼料価格の高騰が続くなか、自給飼料増産

は喫緊の課題である。一方、温暖化の影響により

飼料作物の収穫までの期間は短縮傾向にある。そ

こで、本県では難しいとされてきた極晩生ソルガ

ムの２回刈り、飼料用とうもろこしの二期作につ

いて検討した。なお、本稿の詳細は調査研究課題

の項に記載した。 

■本年度の取組と成果 

１ 調査ほの設置： 

  極晩生ソルガム２回刈り 喬木村 

  飼料用とうもろこし二期作 飯田市 

(１) 供試品種 

  極晩生ソルガム 「Ｆ60/04ＳＫ２－11」 

  飼料用とうもろこし 一期作「ｽﾉｰﾃﾞﾝﾄ 115」 

            二期作「ｽﾉｰﾃﾞﾝﾄ 110」 

(２)調査結果  

 極晩生ソルガム：本年も平年を上回る高温で推

移したためソルガムの生育は良好で、生育・収量

とも２番草が１番草を上回り、総乾物収量は試験

区が慣行区に対し 135％の増収効果が得られた。 

 飼料用とうもろこし：二期作目は播種の遅れに

より登熟が不十分であったり、害虫による葉の食

害が認められ、一期作目に対し減収となったが、

総乾物収量は試験区が慣行区に対し 129％と増収

が認められた。 

 今回の結果からは、極晩生ソルガムの２回刈り

の実用性が高いことが示唆された。飼料用とうも

ろこしの二期作については、播種時期や品種の組

み合わせ等継続した検討が必要である。 

■今後の課題と対応 

 これらの作付け体系では播種や収穫が２回とな

り、そのコストや労働力の試算も必要となるため、

次年度も継続して調査に取り組む。 

（地域第二係：清水 伸也） 
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家畜飼養管理技術の向上 

■背景とねらい 

 近年、大家畜経営においては牛の大型化・能力

向上が著しいが、同時に飼養技術も高度化・精密

化しており、データに基づく適切な飼養管理が不

可欠である。そこで、関係機関と連携して酪農家

の牛群ドック・繁殖農家の代謝プロファイルテス

トを実施することにより、牛群の現状把握と課題

解決に向けた提案を行った。 

■本年度の取組と成果 

１ 牛群ドック、代謝プロファイルテスト 

 本年度実施実績は８戸（ドック７、代謝１）で

あり、以下の項目を関係機関と連携して対応した。

(1) 栄養状態把握と飼料給与実態の聞取りに基づ

く給与診断・飼料設計検討：支援センター 

(2)血液検査に基づく健康状態判定と繁殖成績の

診断：飯田家畜保健衛生所 

(3)農家への実施勧誘、各種助言：JA、酪農協 

 これらの結果に基づく検討会においては、暑熱

対策等による牛舎内の環境改善、自給飼料生産、

糞尿処理等に係る問題点も検討し、総合的な生産

性向上・経営改善に取り組んだ。 

２ 本年度課題となった事項 

 昨年同様１年を通じて平年を上回る高温で推移

したことに伴う食滞、乳量・乳質の低下、繁殖成

績の悪化等が見られ、暑熱対策の見直しが必要と

なった。 

３ 活動の成果 

 牛群ドック、代謝プロファイルテスト実施によ

り乳量増加・乳質改善、繁殖成績向上、コスト低

減等につながった事例があり、定期的に毎年行う

農家もある。 

■今後の課題と対応 

 次年度以降も継続して実施予定であり、本年度

実施農家については経過観察するとともに、未受

診の農家へも実施を勧めていく。 

（地域第二係：清水 伸也） 

スマート農業セミナーの開催 

■背景とねらい 

 農業者の高齢化等による担い手の減少や産地の

世代交代が進む中、スマート農業技術の導入によ

り作業の効率化や生産性向上を図る必要がある。 

■本年度の取組と成果 

１ スマート農業セミナーの開催（10月 11日） 

(1)ハウス遠隔開閉システム試作品の紹介 

 スマート農業技術を活用したいが、機器が高額

で導入が困難という問題に対

して、支援センターでは市販

で安価なスマート家電を活用

し、農業ハウスの側窓をリモ

ートで開閉するシステムを試

作し、その情報提供を行った。 

 システムの詳細は当支援センターＨＰ(上の二

次元バーコード)を参照。 

(2)農業用拡張現実アプリの体験・実演 

 農業分野でも活用が期待される「拡張現実技術」

を学ぶため、農作業補助拡張現実アプリの体験・

実演会を、アプリ開発企業の代表者を招いて開催

した。機器の取り扱い方法や、実際の使い方につ

いての紹介、アプリの体験を行った。 

■今後の課題と対応 

 南信州地域は果樹や施設栽培の品目が多いこと

から、このような特性を踏まえて当地域に合うス

マート農業機器を見極めるとともに導入を支援し、

農作業の効率化や生産性の向上につなげる。 

（技術経営係：片桐 直樹）  

農業用拡張現実アプリの体験・実演の様子 
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スマート農業技術の導入支援 

（花き） 
■背景とねらい 

 花きでもデータを利用した生産品質安定化を望

む声が高まってきた。今後、モニタリング機器を

導入するにあたって参考になるデータ及び使用感

を得るため試行を実施した。 

■本年度の取組と成果 

１ モニタリング機器の試験設置 

 測定機器企業から農業分野で普及推進したいと

モニタリング機器の提案があったことから、昨年

度より試験設置を共同で行っている。 

 同社の製品は気温・湿度・地温・土壌水分・日

射量を測定し通信する。昨年度２戸のハウスに設

置した。その使用感を見てきたが生産者から好評

なので、本年さらに３戸に追加設置した。 

２ 試験結果の活用 

 モニタリング機器のデータはダリア生産者５戸

及び JA、支援センターが閲覧、活用できる状態と

なっている。生産者間ではお互いのデータやノウ

ハウを興味深く観察しあい、環境条件と品質につ

いての情報交換が始まっている。 

■今後の課題と対応 

 次年度も試験設置は継続予定なので、こちらの

使用感をつなげて製品等の改善を行ってもらうと

ともに、現地生産者のモニタリング機器への理解

を深めるよう下地作りを進めてゆく。 

（地域第三係：中村 武郎） 

スマート農業技術の導入支援

（作物） 
■背景とねらい 

 管内の水稲栽培では、穂いもちや、大型の斑点

米カメムシ類の防除が課題となっている。効果の

高い液剤による防除を奨励しているが、高温期の

防除作業は労力負担が大きい。 

 そこで、農業用ドローンを用いた水稲病害虫の

集団防除に取組んだ。 

 また、作業労力の軽減と農業用ドローンの有効

活用を図るため、水田除草剤の散布とそば畑での

除草剤散布の取組が始まった。 

■本年度の取組と成果 

 昨年度から JA が防除を希望する生産者と防除

事業者を仲介し、農業用ドローンを用いた集団防

除への取組を進めた。本年度は５市町村延べ管内

の延べ 88.89ha（病害虫防除所への届出実績によ

る）病害虫の集団防除が行われた。 

 そば畑では作付け終了後の 10 月末に約３ha で

除草剤散布が実施された。 

 また、６月 19日に阿智村と連携し、大豆畑での

除草剤散布の実証展示を行った。 

 農業農村支援センターでは、病害虫、雑草の防

除適期の判断や、農業用ドローンの効率的な運航

について支援を行った。 

■今後の課題と対応 

 本年度は、斑点米カメムシ類の発生量が多く、

水稲の出穂時期も早まったことから、防除適期を

逃したほ場も多く、防除効果を十分に得ることが

できなかった。また一度の散布でいもち病とカメ

ムシ類の同時防除を行っているが、カメムシ類に

ついては発生に応じて２回の防除が必要である。 

 そこで、病害虫の発生消長についての情報を提

供し、適期防除につなげる。また防除事業者との

緊密な連携により、効率的な防除作業が実施でき

るよう情報交換会を開催する。 

（技術経営係：池浦 毅） 

Ｓ社製モニタリング機器 
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ＧＡＰ取得に向けた巡回指導の様子 

いちごのグリーンな栽培体系 

■背景とねらい 

 促成いちご栽培では、うどんこ病やハダニ類等

の病害虫が栽培期間中の長期にわたって発生する。

そのため、防除回数が多くなり、同一薬剤の多用

による薬剤感受性低下等のリスクが問題となって

いる。そこで、UV-B照射、天敵、油脂系気門封鎖

型殺虫殺菌剤散布等を組み合わせた防除によるう

どんこ病及びハダニ類に対する効果と化学合成農

薬の散布回数の削減及び省力化の実証を行った。 

■本年度の取組と成果 

１ 病害虫調査の実施 

 本実証は高森町のいちご生産組合のハウスで行

った。栽培定植後の９月上旬から試験区において

UV-B照射(22時から 25時の３時間)を開始し、11

月８日,12 月 18 日,３月上旬に天敵(カブリダニ)

の放飼を行った。調査はハダニ類・天敵個体数、

うどんこ病の発生程度について月に３回行った。 

２ 現地検討会の実施 

 ２月 28 日に試験実施ほ場において現地検討会

を開催し、管内いちご生産者へ本実証について説

明した。 

■今後の課題と対応 

 今年度の栽培では育苗圃での炭疽病の発生によ

る植え直しや初期生育の揃いが悪くなる等の問題

が発生した。また、炭疽病対策の農薬には天敵に

影響のあるものが多いため、天敵の利用に際して

は、まず育苗圃での炭疽病対策の徹底が必須であ

る。 

 令和７年５月まで本試験の調査を続け、試験結

果を踏まえ、産地戦略マニュアルを作成し地域内

へ技術の普及を図る。 

 なお、本取組はみどりの食料システム戦略緊急

対策交付金のうちグリーンな栽培体系への転換サ

ポート事業を活用している。 

（地域第一係：細久保 安奈） 

 

ＧＡＰの推進及び認証取得に 

向けた活動支援 
■背景とねらい 

 ＧＡＰを実践することで、適正な農業経営管理

が確立され、作業効率の向上、農作業事故の減少、

従業員（作業者）の責任感の向上等につながるた

め、経営改善に有効な手法となっている。当支援

センターでは、８名がＪＧＡＰ指導員資格を取得

しており、支援対象者に対し個別指導を実施した。 

■本年度の取組と成果 

１ ＧＡＰを「知る」、「する」の取組 

 ＧＡＰ実践希望者や就農５年目までの新規就農

者等、13名を支援対象者とし、個別巡回により「知

る（ＧＡＰの概要説明）」と「する（実践指導）」

を支援した。 

２ 国際水準ＧＡＰ認証取得に向けた支援 

 今年度国際ＧＡＰ認証を取得した１経営体に対

し、認証取得へ向けた支援を行った。帳票類の作

成支援やリスク評価、ほ場周辺及び施設内の改善

事項の助言等を行った。９月に審査機関の審査員

を迎え、無事認証を取得することができた。 

■今後の課題と対応 

 近年、国際水準ＧＡＰ認証を取得したい経営体

が増えてきている。これらの経営体が認証を取得

できるように支援を行い、対象経営体だけでなく、

他の経営体のＧＡＰの意識向上につなげる。 

 また、認証取得には至らずとも、ＧＡＰを実践

する経営体が増えるよう、支援を継続していく。 

（地域第二係：深谷 俊英）
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伝統野菜の採種技術向上による

固有形質の維持（大鹿村） 
■背景とねらい 

 信州の伝統野菜として、県内で 83品種が選定さ

れ、その３分の１に相当する 28品種が南信州地域

にある（令和７年１月末現在）。 

 県では主要農作物及び伝統野菜等の種子に関す

る条例を令和２年４月に制定し、品種や採種技術

といった無形資産の確実な継承、種子の安定的な

保存を図るため、採種技術の継承を支援している。 

 栽培者自らが品種ごとの採種特性を十分に理解

した上で、伝承地において採種技術を継承する仕

組みを整えていくことを目的に採種指導会を開催

した。 

■本年度の取組と成果 

 管内の伝統野菜のうち本年度は唐辛子類を取り

上げて「大鹿唐辛子」、「十久保南蛮」、「鈴ヶ沢南

蛮」を栽培している３つの生産者団体を対象とし

た採種指導会を11月13日に大鹿村役場で開催し、

20名が参加した。  

 はじめに各生産者団体から、それぞれの採種の

現状と課題について報告いただいた。その後、信

州大学学術研究院農学系の松島教授を講師として、

唐辛子類の採種特性、母本選抜、採種の実際、伝

承地での採種体制の整備について講演いただいた。

参加者は形質安定に向けた採種の考え方について

理解を深め、採種技術の向上を図り、種子を継承

していく仕組みについて検討した。 

 この指導会を通じて、生産者団体間の情報交換

とあわせて採種の現状や問題、課題について、関

係者も含めて共有できた。 

■今後の課題と対応 

 伝統野菜の多くは個人の自家採種により種子が

維持されてきたが、組織として採種技術を継承し、

実需者のニーズに応えられるよう形質の確認を毎

年行う仕組みづくりを支援していく。 

（技術経営係：片桐 直樹） 

伝統野菜の生産振興(飯田市) 

■背景とねらい 

 「下栗芋」「中根うり」「千代ネギ」は、飯田市

で信州の伝統野菜として選定され、また下栗芋と

千代ネギは伝承地栽培認定を受けている。いずれ

も担い手不足による生産量の低下や、知名度の低

さといった問題があり、以下の活動を通して生産

安定・知名度の向上に取り組んだ 

■本年度の取組と成果 

１ 下栗芋の生産安定 

 ウイルス感染を防ぐため、アブラムシ類防除の

研修会を３月に行った。高齢化により傾斜地での

作業が困難となっているため、現状にあった防除

方法の検討が必要である。 

２ 中根うりの知名度向上 

 知名度向上のため、チラ

シを作成し、伝統野菜のイ

ベントで配布した。地元の

南信濃地区でも知らない人

が多く、まずは地元での認

知度向上から取り組んでい

く必要がある。 

３ 千代ネギの生産安定 

 生産者団体「千代ネギの会」では共同ほ場での

作業を定期的に行っているが、播種・育苗・定植

については手作業で行っていた。そこで、チェー

ンポットを導入し、播種機やチェーンポット専用

の移植機を活用することで作業の省力化につなが

った。また、千代ネギのタレの加工や地域・県主

催の販売イベントへの出展を行っており、知名度

向上に積極的に取り組んでいる。 

■今後の課題と対応 

 生産者が減少する中で、知名度の向上や栽培の

工夫により生産量を維持することが今後も課題と

なる。次年度以降も活動を継続することで課題解

決に取り組んでいく。 

（地域第二係：深谷 俊英・内田 牧歩） 

中根うりチラシ 
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清内路伝統野菜保存会の活動支
援（阿智村） 
■背景とねらい 

阿智村清内路地区では、平成23年に「清内路伝統

野菜保存会」が発足した。採種事業による形質維

持や共同栽培による生産振興に取り組んでおり、

これまでに５品目が信州の伝統野菜に選定され、

うち４品目が伝承地栽培認定を受けている。 

 このうち、支援センターでは「清内路かぼちゃ」

について、村や保存会と連携し、支援を行った。 

■本年度の取組と成果 

清内路かぼちゃの「先枯れ症状」の解明と栽培支

援 

 平成30年頃から成長点付近が枯れ込み、茎の成

長が止まってしまう「先枯れ症状」が見られるよ

うになり、その症状は年々ひどくなっていること

から、Ca欠乏症を疑って成分分析を行うほか、Ca

剤の葉面散布を行ってみたが、改善に至っていな

い。信州大学農学部の見解では、同じ系統の交配

を繰り返した結果、「自殖弱性」による障害とのこ

とであった。令和５年度において試験的に古い種

子（平成30年）と近年の種子（令和４年）を交配

させた果実があり、本年度はその果実から採取し

た種子で栽培することにより先枯れ症状の発生が

あるか否かを確認したが、通常の種子を用いて栽

培した区と同様に先枯れ症状が見られた。 

 栽培支援については５月20日に定植し、６月か

ら７月にかけて受粉作業を行った。収量は434個

（676kg）、出荷量は276個（468kg）であった。 

■今後の課題と対応 

 次年度においても本年度と同様の手法により、

先枯れ症状の発生が少ない数年前の保存種子によ

る交配試験を実施し、形質及び先枯れ症状の有無

を確認していく。また、清内路かぼちゃの出荷量

を確保するための栽培支援を継続する。 

 

（地域第三係：木下 雅仁） 

御所ねぎの生産振興（阿智村） 

■背景とねらい 

 阿智村浪合地区に古くから伝わる「御所ねぎ」

は令和５年度に「信州の伝統野菜」として選定さ

れた。これを契機に地元昼神温泉でも使用される

ようになり、更なる生産拡大が望まれている。 

 「御所ねぎ」は、長さ 70～80cm程度の分けつ性

のねぎであり、分けつ数は２～３本、太さは２cm

程度である。軟白部は柔らかく、甘みが強いのが

特徴であり、辛味はやや弱い。 

■本年度の取組と成果 

 本年も引き続き約 30aで生産された。昨年は干

ばつの影響もあり出荷規格のＭ・Ｓに相当するも

のが多いことが課題となっていた。そこで本年度

は株間を変更するため連結ポットのサイズを見直

したところ、秀２Ⅼの等級が増加した。さらに収

量・品質向上を目指すべく御所ねぎを含む 14ほ場

について簡易土壌診断と施肥設計の相談対応を行

った。 

 土壌診断結果から大幅に過剰となった成分は見

られなかったため、昨年までの施肥設計をベース

に本年も引き続き施肥するよう助言した。 

 

■今後の課題と対応 

 次年度以降も定期的に施肥等の助言などを主体

に、生産振興に向けた支援を行っていく。 

（地域第三係：中村 武郎） 

出荷用の御所ねぎほ場 
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ていざなすの生産振興（天龍村）

■背景とねらい 

 近年、土壌病害の発生が課題となっている「て

いざなす」について、その対策となる栽培方法を

提案するとともに、モデルほ場を設置してその実

証に取り組んだ。 

（令和２年:ナス青枯病、令和３年:フザリウム属

菌、令和４・５年:ナス半身萎凋病によると考えら

れる萎凋症状が一部で発生） 

■本年度の取組と成果 

１ 実証に取り組んだ土壌病害対策 

(1)平高畝による排水対策 

(2)耐病性品種（トナシム等）の高接ぎ木栽培 

(3)白マルチ、竹チップやキノコ廃培地のマルチに

よる地温上昇抑制 

２ モデルほ場での本年の発病状況 

 対策を実施したモデルほ場でも８月下旬から萎

凋症状が出始め、次第に拡大していった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 19日のほ場(発病状況) 

■今後の課題と対応 

 村内の一部ほ場では、ナス半身萎凋病のほかナ

ス青枯病と思われる発病もあった。 

 今後は、土壌病害対策に共通する優良有機物の

施用や高畝成型機の導入等による排水対策などに

取り組みたい。 

 また、夏場の異常高温による生理障害が増加傾

向にあり、何らかの対策が必要である。 

（阿南支所：西嶋 秀雄） 

源助蕪菜・源助大根の生産振興

（泰阜村） 
■背景とねらい 

 源助蕪菜及び源助大根は、信州の伝統野菜の選

定品目であり、村の振興品目にもなっているが、

生産量の増加や採種農家の育成が課題となってい

る。そこで、本年度は増産につなげるための認知

度向上を狙った販売会の開催や採種に向けた母本

選抜等を支援した。 

■本年度の取組と成果 

１ pH、EC測定による、適正施肥の推進 

 役場と連携し、播種前に作付予定ほ場を巡回し

ながら、pHと ECを測定し、元肥の目安を示した。

農家からは参考になったという反応が得られた。 

２ 販売会の開催支援 

 地域での認知度向上などを目的として、12月 13

日に飯田合同庁舎において行われた源助蕪菜の販

売会の開催を支援した。一般来庁者の購入も多く、

準備した商品は完売するなど好評であった。 

 

３ 採種用の母本選抜の実施 

 村役場及び採種協力農家とともに採種ほを設置

し、母本選抜を実施した。少数ではあるが、それ

ぞれ源助蕪菜・源助大根としての形質を備えた固

体を選抜した。 

■今後の課題と対応 

 源助蕪菜・源助大根の生産量増加に向け、引き

続き関係機関とともに巡回指導や試験等を行いな

がら推進していく。また、認知度向上や採種農家

の後継者育成について関係機関と連携して支援を

行っていく。 

（阿南支所：岡田 孝章） 

販売会の様子 
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喬木村伝統野菜への支援 

（志げ子なす・赤石紅にんにく） 
■背景とねらい 

 喬木村伝統野菜の「志げ子なす」「赤石紅にんに

く」は、平成 27年度に信州の伝統野菜に選定され、

村内で栽培されている。農家の栽培管理技術の向

上を図る栽培指導会と、販路拡大や消費拡大のた

めの支援を行った。 

■本年度の取組と成果 

１ 志げ子なすの支援活動 

 平成 27年度に生産者組合が設立（組合人数：約

35名）され、村内全域で栽培されている（約６a）。

令和３年度に「信州の伝統野菜」伝承地栽培認定

を受けている。令和３～４年度には中山間地域農

産物橋渡し支援事業を利用した食味分析を行い、

苦みや雑味が少ないといった特徴がみられた。 

 令和６年度は、過去にない高温・干ばつにより

生育に大きな影

響があった。こ

のため、栽培技

術の向上のため

の講習会を行ない、

生産量の確保を図った。 

２ 赤石紅にんにくの支援活動 

 平成 27年度に赤石紅にんにく生産者組合が設

立（組合人数：約 15名）され、富田・大和知・氏

乗地区を中心に栽培されている。平成 29年度に

「信州の伝統野菜」伝承地栽培認定を受けている。

昨年度のほ場が病害虫の影響を受けていたため、

令和６年度は採種ほ場を変更し、技術指導を中心

に、販路拡大に向けた取組についても支援した。 

■今後の課題と対応 

 今年度は猛暑や極端な降水量の影響で、生育の

停滞や収量の減少があり、病害虫等の発生も見ら

れた。引き続き気象変動に対応できる栽培管理を

検討する。 

（地域第一係：伊原 竜夫） 

茶の品質向上に向けた取組 

■背景とねらい 

 管内の茶は長年、担い手不足と高齢化により適

期作業が困難となり、品質低下を招いている。 

 そこで、講習会を通じ適期作業や防除時期を周

知し基本技術の徹底を図った。また、省力的で環

境にもやさしい栽培方法を検討した。 

■本年度の取組と成果 

１ 講習会の開催 

 ３月上中旬に春整枝講習会、４月中旬に適期摘

採講習会、６月上旬に夏季管理講習会を飯田市、

阿南町、下條村、天龍村、泰阜村の計 10会場にて

開催した。 

２ 天敵を活用した茶の害虫防除試験 

 飯田市南信濃、天龍村、南木曽町の茶園におい

て、茶害虫の土着天敵であるササグモ類を温存す

るとされるミント類を定植した。今後、害虫に対

してどのような効果があるか検証していく。 

■今後の課題と対応 

 当地の茶は、自家用利用が多く、品質よりも量

を確保すればいいといった考えの農家もいる。求

められる品質での生産量の確保に向け、省力的か

つ環境にもやさしい茶生産ができるよう、引き続

き検討していく。 

 本取組は、中山間地域農業ルネッサンス推進事

業を活用している。 

（地域第二係：深谷 俊英） 

志げ子なす現地講習会 

土着天敵活用に向けたミント類の定植 
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荒廃地化を防ぐ酒米の振興 

（平谷村） 
■背景とねらい 

 平谷村では、農地の荒廃防止のため、酒米「美

山錦」が栽培され、日本酒や甘酒の委託加工を行

っている。しかし、美山錦の栽培に適正な標高は

約 600mまでとされ、標高約 900mと高冷地である

平谷村では、収量低下が課題となっている。その

ため、美山錦よりも耐冷性に優れる「山恵錦」を

栽培し、平谷村に適した品種の比較検討を行った。 

■本年度の取組と成果 

 ７月 11日と 9月 12日に生育調査を行った。例

年いもち病の蔓延が問題となっているが、今年は

両品種ともいもち病の発生は見られなかった。 

 ９月 18日には収穫調査を実施した。玄米収量は

山恵錦 417 ㎏/10a、美山錦 260kg/10a、千粒重は

山恵錦 24.4g、美山錦 23.5g という結果であり、

山恵錦の方が高収量となった。また、山恵錦は心

白率が高く、胴割粒が少ないという点から品質面

においても優れていた。 

 

平谷村内の酒米品種試験ほ場 

 12 月２日に行われた平谷村農業等生産者組合

会議にて結果の報告を行った。 

■今後の課題と対応 

 本年の結果から、来年度以降平谷村内の酒米の

品種を美山錦から山恵錦へ切り替える方針となっ

た。山恵錦の優位性を確認するため、引き続き生

育調査、収量調査等を実施する。 

（地域第三係：浅見 茉由子） 

地域計画策定に向けた支援 

■背景とねらい 

 地域計画の策定は令和４年５月の農業経営基盤

強化促進法改正により義務付けられ、令和６年度

末までに全ての市町村で 10 年後の地域農業のあ

り方と目標地図を含めた計画を作成しなければな

らないこととなった。市町村、農業委員会が中心

となり検討が進められているが関係機関の連携が

重要であるため、支援センターでも工程表に基づ

き期限内の計画策定が完了するよう各市町村に対

し県支援チームによる支援を行った。 

■本年度の取組と成果 

１ 地域計画策定に向けた支援 

(1) 地域懇談会参加による合意形成支援 

 実施地区の説明会や懇談会へ参加し、必要に応

じて資料提供やワークショップ補助等を実施し、

参加を通して地域の状況把握や地域計画策定上の

課題共有ができた。 

(2) 地域計画策定に向けヒアリングの実施 

 地域計画の策定にあたり、２ヶ月に１度各市町

村の進め方や課題を聞き取り、進捗状況を把握し

た。各市町村でそれぞれの進め方があり、課題も

様々であるがそれぞれ具体的な検討が始まった。 

 

■今後の課題と対応 

 各市町村で目標地図の一応の完成を見たが、こ

れらの計画の実践に向けて市町村等と協力して取

り組んでいく。 

（地域第二係：清水 伸也） 

地区懇談会の様子 
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鳥獣害対策資材の実証展示 

■背景とねらい 

 管内の鳥獣害は減少傾向にあるが、依然として

61,800千円程度（Ｒ５年）の被害が発生している。 

 広域柵の設置等により、シカ・イノシシによる

被害は減少傾向であるが、ぶどうの栽培面積拡大

に伴って、サル・ハクビシンを中心とした中型獣

による被害が増えつつある。 

■本年度の取組と成果 

 今年度は、サル対策として松川町のぶどう園で

ネット＋電気柵の複合柵を、売木村のスイートコ

ーンで「かたまったくん」の実証展示を行った。 

 松川町のぶどう園では、以前からサルによる被

害が報告されていた。そこで今回は、ぶどう棚か

ら地面まで届く高さ２ｍのネットで周囲を囲み、

その外側に４段の電気柵を設置した。設置した７

月下旬から収穫終了までの約１ヶ月半の間、被害

の発生は無かった。 

■今後の課題と対応 

 当管内で栽培面積が増加しているぶどうの中型

獣対策の実証展示に加えて、カラスなどの鳥害対

策方法の検討と実証展示を行う。 

 また、収穫されずに放置されている果実の対策

や、効率的な廃果処理方法の検討にも取組んでい

く必要がある。 

 本取組は中山間地農業ルネッサンス推進事業を

活用している。 

（地域第二係：深谷 俊英） 

ぶどう園における獣害対策 
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直売所への農産物供給の促進

(豊丘村） 
■背景とねらい 

 豊丘村では果樹栽培が盛んであり、村内直売所

への出荷も多い。しかし、直売所や直売所併設の

レストランでは村内産野菜の出荷が求められてい

るものの、供給が不足している。一方、役場では

野菜栽培を推進し出荷することで少しでも収益に

繋げてほしいという思いがある。 

 そこで、講習会を開催し、土づくりから出荷ま

でを経験することで直売所等への農産物供給の促

進を図った。 

■本年度の取組と成果 

 野菜作り講習会の実施 

 令和６年３月から令和７年３月まで受講生 15

名に対し 12回講習会を開催し、土づくり、植付け、

収穫、出荷、農薬の使用方法、緑肥の活用方法等

について指導を行った。 

 

 講習会を通じて新規に直売所へ出荷した方は１

名であったが、野菜の栽培や出荷方法について学

んだことで受講生の出荷への意識は高まった。 

■今後の課題と対応 

 直売所等への出荷促進のために、来年度は出荷

を既に行っている方々を対象に、直売所への出荷

のポイント説明や栽培技術の向上に向けた支援を

行っていきたい。 

（地域第一係：細久保 安奈） 

ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝ利用者の野菜栽培技

術の向上と交流推進（阿南町） 
■背景とねらい 

 阿南町の新野地区には 20 棟のクラインガルテ

ンがあり、ガルテナーと地元の支援農家で作る管

理組合との交流がなされている。年に３回開催さ

れている農園を巡回しての野菜等栽培講習を通じ

て交流を深めており、支援センターもその活動を

さらに意義あるものにできるよう支援した。 

■本年度の取組と成果 

１ 野菜等栽培講習会で農園自慢 

 ５月３日に春野菜栽培講習会、６月３日に夏野

菜栽培講習会、８月２日に秋野菜栽培講習会の中

でガルテナー自慢の農園を巡回しながら作柄や今

後の管理について情報交換を行った。 

２ 開園祭及び収穫祭 

(1)開園祭でスタートアップ 

 開園祭は「新野ふれあい館」で４月 29日に開催

された。ガルテナーと地元支援組織「管理組合」

の交流及び情報収集を行った。 

(2)交流が深まった収穫祭 

 クラインガルテン交流棟で 11 月３日に開催さ

れた収穫祭では、今年の作柄について参加者から

の質問や今後の作付け作物について個別に相談対

応を行った。 

■今後の課題と対応 

 今後もこのような活動を通じてガルテナーと地

元農家との親交が深まり、新野地区の活性化や定

住促進につながるよう支援をしていく。 

（阿南支所：牧島 正広） 

播種作業をしている様子 

 

野菜栽培講習会(５月３日) 
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「南信州フォレストパーク構想」

の実践に関する支援（西部地区） 
■背景とねらい 

 下伊那西部地区の阿智村・根羽村・平谷村の三

村では豊かな自然を地域のブランド化とすべく、

「南信州フォレストパーク構想」を立ち上げた。

昨年に続き、地域の青年農業者同士の交流促進お

よび地元農産物のＰＲを目的とする「森の収穫祭」

が計画されたことから、この取組を支援した。 

■本年度の取組と成果 

１ 「森の収穫祭」出席者説明会開催支援 

 ５月 29日に説明会が開催され、森の収穫祭に向

けて昨年の反省を踏まえた意見交換と開催準備が

なされた。 

２ 森の収穫祭開催支援 

 ８月 11日に阿智村で開催され、三村の青年農業

者 12名が出品、販売を行った。昨年の反省に踏ま

えて今年は各戸がそれぞれ持ち寄った農産物を販

売した。その結果、早々と売り切れる生産者も出

るほどの盛況ぶりだった。 

 
 

 10 月 30 日に開かれた反省会では、参加者から

概ね満足だったとの声が多く聞かれたが、改善案

も数多く出された。森の収穫祭は本年度で終了と

なるため、次年度からの継続に向けた検討もされ

たが、有効な案は見出せなかった。 

■今後の課題と対応 

 次年度以降の継続実施が不透明なことから、こ

の方向を定めることが求められる、これに合わせ

て主要な農家から意見を聴取して希望に沿った交

流促進および地元農産物のＰＲを支援する体制づ

くりをしていきたい。（地域第三係：中村 武郎） 

農業参入食品企業の円滑な参入

への支援（阿南町） 
■背景とねらい 

 阿南町では遊休荒廃地解消のため、町内の食品

企業が、自社で使用する原料りんごを自社生産す

るためのほ場整備を進めている。 

 食品企業は、りんごの栽培は初めてであるため

ほ場の準備からりんご生産に至るまで、関係機関

が連携して支援する必要があり、支援センターも

その一員として支援を行った。 

■本年度の取組と成果 

１ プロジェクト会議の開催  

 農業参入食品企業、阿南町、JA、南信州地域振

興局農地整備課等の関係機関が定期的に情報交換

等を行うプロジェクト会議を８回開催した。 

２ 支援センターの具体的な取組 

(1)先進地視察による学習会 

 りんごの高密植栽培によって生産した「紅玉」

を県内食品加工企業に出荷している松本市の農業

法人のほ場視察を行った。 

(2)農場管理責任者のスキルアップ 

 １月に採用された農場管理責任者のリンゴ高密

植栽培技術習得のため、JAと共働し研修先農家を

選定し、２月から研修がスタートした。 

 

■今後の課題と対応 

 次年度から、農地整備事業により、ほ場整備、

暗渠排水工事、鳥獣防護柵設置、トレリスの設置

等の事業が始まるため、円滑に進むよう関係機関

の情報共有や円滑な開園に向けて支援していく。 

（阿南支所：牧島 正広） 

先進地視察（７月 23日 松本市今井） 

森の収穫祭当日、開催に向けた準備中 
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有機農業の体験支援 

（飯田市オーガニックファーム） 
■背景とねらい 

 今、有機農業への関心が高まっている。管内の

有機栽培を志向する農家グループ『南信州ゆうき

人』は、一般の人にも有機農業への理解を広める

べく、有機農業体験講座「飯田市オーガニックフ

ァーム」を開催している。 

 支援センターもその活動を支援した。 

■本年度の取組と成果 

１ 有機農業体験支援 

 

 ４月から 10月までの７カ月間、毎週土曜日の午

前中に、市内の親子 20組を対象とした有機農業体

験講座を開催した。毎回多くの方々の参加があり、

有機農業への理解を広めることができた。 

２ 有機農産物を使った料理体験 

 有機野菜を味わってその特徴を知ってもらうた

め、元イタリア料理シェフによる有機野菜の料理

教室を開催した。参加者からは、「シンプルな味付

けだがおいしかった」、「子供も野菜をよく食べた」、

などの感想が聞かれた。 

■今後の課題と対応 

 生産者だけでなく消費者も環境問題への関心が

高まり、意識も向上しているが、実際に消費者が

有機栽培の現場を見る機会はほとんど無い。この

様な取組は双方の理解を深める上で貴重な機会と

なっている。 

 今後も引き続き有機農業への理解拡大の活動に

協力していく。   （地域第二係：深谷 俊英） 

南信州伝統野菜協議会の 

活動支援 
■背景とねらい 

 南信州では、様々な伝統野菜が受け継がれてき

たが、生産者・生産量は年々減少し、その認知度

も低迷している。そこで、伝統野菜の生産者同士

が支え合い、保存、継承していくことを目的に、

４月１日にていざなす生産者組合を主体となり、

南信州全域を対象とする「南信州伝統野菜協議会」

が発足したことから、その活動を支援した。 

■本年度の取組と成果 

(１)南信州伝統野菜協議会設立支援 

設立にむけた打合せ会議を月１回程度設置し、協

議会設立を支援し、本年度は「ていざなす」「志げ

子なす」「清内路伝統野菜」「平谷芋」「鈴が沢南蛮」

「下條にんにく」等の生産者団体が協議会に入会

した。 

(２)イベント開催・出展支援 

【南信州ファーマーズマーケット（ＭＦＭ）】 

 ９月７日にイオン飯田アップルロード店にて協

議会主催の伝統野菜販売イベントを開催した。開

催にあたっては県の元気づくり支援金を活用し、

申請について支援を行った。来場者は 1,500名以

上と非常に活気があり、協議会の目玉のイベント

として成功した。 

【南信州伝統野菜フェア】 

 10月５日におよりてふぁーむ直売所にて支援

センター主催の伝統野菜販売イベントを開催した。

開催にあたっては伝統野菜協議会と協力をした。

300名以上の来場者があり、来場者アンケートに

よる伝統野菜の認知度調査も実施した。 

【その他イベント出展】 

 10月 26日南信州日本一の大焼肉まつり、11月

３日下伊那農業高校文化祭等への出展を支援した。 

■今後の課題と対応 

 今後も支援を継続するとともに、協議会の規模

拡大のため、会員の確保を支援する。 

（地域第二係：内田 牧歩） 

栽培指導を行うゆうき人メンバー 


